
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

園
城
寺
公
胤
の

地
蔵
願
文
に
つ

い

て

舘

隆

志

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　 SerVlce

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

は

じ

め

に

　

園

城
寺
公
胤
（

＝

四
五

〜
一

二
一

六
）

は
、

平
安
末
期
か

ら
鎌

倉
前

期
に

活
躍
し

た

園

城

寺
（

三

井
寺
）

の

僧

侶
で

あ
り

、

四

天

王

寺
権

別

当、

園

城

寺
別
当

、

法
勝

寺
別

当
、

権

僧
正
、

園

城

寺

長

吏
、

正

僧

正
、

法
務
な

ど

の

要

職
を

歴

任
し

、

三

講
の

証
義
を
幾

度
も

勤
め
る

な

ど

そ
の

時

代
に

希
有
な

活
躍
を
し
た

僧
侶
と

し

て

知
ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、

後
白
河
上

皇

⊃

＝
一
七

〜

＝

九
二
）

、

後
鳥
羽
上

皇
（
一
一

八
〇

〜

一

二
一．一
九
）

、

あ
る
い

は

源
通

親
（

二
四
九

〜
一

二

〇

二
）

か

ら

の

帰
依

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
1

）

を
受
け
て

お

り
、

こ

の

時
代
を

代
表
す
る

僧
侶
の
一

人

と

言
え
よ

う
。

　

さ

ら

に
、

道

元
（

】

二

〇
〇

〜
一

二

五

三
）

に

禅
宗
へ

の

参
学
と

中

国

へ

の

留
学
を
勧
め

、

結

果
と

し

て

道
元
は

建
仁

寺
の

栄
西
（

一
一

四
【

〜

「

二
一

五
）

に

参
じ

、

後
に

中
国

に

留
学
し

て

曹
洞
宗
の

法
脈
を
受
け

嗣

ぐ
こ

と

と

な

る
。

道
元
は

、

帰
朝
後

に

曹

洞
宗
の

法
脈
を

も
っ

て

日

本

に

お
い

て

禅
を

弘
め

た
が
、

公
胤
は

道
元

が

入

宋
す
る

き
っ

か

け
を
与

え
た

の

で

あ
る

。

ま

た
、

源
実
朝
（
一
一

九
二

〜
一

二
一

九
）

を
殺

害
し

た

公
暁
（

一

二

〇

〇

〜
一

二
一

九
）

の

師
で

あ
る
こ

と

な
ど

で

も
知
ら
れ

て

い

る
。

　
一

方
、

こ

れ
ら

の

伝
と
は

別
に
、

公
胤
の

名
前
を
知
ら

し

め

て

い

る

の

は
、

浄
土

宗
の

法
然
（
一
一

三
三

〜
一

二
一

二
）

と

の

関
係
性
で

あ
り

、

法
然
の

『

選

択
集
』

に

対
し

て
、

『

浄
土

決

疑
抄
』

を
著
し

て

反

論
し

て

い

る

こ

と

は
広

く
知
ら

れ
て
い

る
。

明

恵
（

＝
七
三

〜
一

二

三

二
）

が

建
暦
二

年

二

二
一

二
）

に

撰
述
し

た

『

摧
邪
輪
』

や

そ
の

翌
年
に

撰
述

し

た

『

摧
邪

輪
荘

厳
記
』

、

あ
る

い

は

定

照
が

嘉
禄
二

年
（

一

二

二

六
）

に

撰
述
し
た

『

弾
選

択
』

は
、

法
然
の

往
生

後
に

『

選
択
集
』

を
批

判

し

た

も
の

だ

が
、

『

浄
土

決
疑

抄
』

は

法
然
の

活
動
中
に

反
論
し
た

唯
　

の

書
物
で

あ
る

。

　
『

浄
土

決
疑
抄
』

は

現
存
し
て
い

な
い

も
の

の
、

鎌
倉
中
期
の

高
山

寺

の

蔵
書
目
録
『

高
山
寺
聖

教
目

録
』

に

「

浄
土
決
疑

抄
三

巻
、

三

井
公

　
　
　
（
2

）

胤

僧
正

抄
」

と

記
さ
れ

て

お

り
、

ま

た
、

同
じ

く
鎌
倉
中

期
の

図
書
目

録
『

浄
土
依

蘿
論
章
疏
目

録
』

に

も
「

浄
土

決
疑

抄
三

巻
〈

公
胤
園

城
寺
大

弐
僧
正
〉

」

と

あ
る

。

『

浄
土

依
憑

経
論
章
疏
目

録
』

は
、

浄
土

一
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宗
九

品

寺
流
の

祖
で

あ
る

長
西
（
一
一

入

四

〜
一

二

六

六
）

が

編
纂
し

た

蔵
書
の

目

録
で

あ
る

た

め

『

長
西
録
」

と

も
言

う
が

、

こ

こ

に

「

浄
土

決

疑
抄
」

と

公

胤
の

名
が

記
さ
れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

公
胤
の

『

浄
土

決

疑
抄
』

は
、

か
つ

て

実

在
し

て

い

た

書
物
と

判
断
さ
れ

、

そ
の

執
筆

は

史
実
と

み

て

良
い

だ
ろ

う
。

　

問
題
な
の

は
、

『

浄
土

決
疑
抄
』

執
筆・

後
、

公
胤
が

そ
の

立

場
を

改
め

て

法
然
に

帰
依
し

た

と
一

般
的
に

知
ら

れ

て

い

る
こ

と

で

あ

る
。

古
い

時
代
の

法
然
の

伝
記
史
料
に

は
（

『

醍
醐
本
』

『

源
空
聖
人

私
日
記
』

な
ど

）

、

公

胤
の

帰
依
を

伝
え
る

も
の

は

な
い

。

法
然
の

往
生

後
、

公
胤
は

法
然

が

勢
至

菩
薩
の

化

身
で

あ

る

と

す
る

夢
告
を

見
る
こ

と

に

な
っ

た
こ

と

を
、

法
然
の

伝
記
史
料
は

伝
え
る

の

み

で

あ
る

。

　
こ

れ

に

よ
っ

て
、

絵

伝
な

ど

で

は
、

公

胤
は

法
然
の

四

十
九
日

の

法

要
の

導

師
を

勤
め

る
こ

と

に

な
っ

た

と

伝
え
ら
れ
て

い

る

が
、

法
然
が

往
生

し

た

建
暦
二

年
（

一

二
一

二
）

一

月
二

十
五

日

か

ら
四

十
九

日

目
に

あ
た

る

三

月
十
四

日

に
、

院
最
勝
講
に

お

け
る

論

義
の

証
義
を

勤
め

て

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（

4）

い

る

こ

と
が

判

明
し

て

お

り
、

こ

の

伝
に
つ

い

て

は

拙
著
に

て

疑
義
を

呈

す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

ま
た

、

公
胤

の

晩
年
の

記
録
か

ら

も
、

法
然

の

専
修
念
仏
に

帰
依
し
た

と
み

ら
れ
る

記
述
は

存
し

な
い

の

で

あ
る

。

　

は

た

し

て

公

胤
に

は
、

法
然
の

専
修
念
仏
や

、

専
修
念
仏
を

基
本
と

す
る

阿

弥
陀

信
仰
が

あ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

点
を
公

胤
の

地
蔵

信
仰
を

も
っ

て

考
察
し
て

み

た
い

。

園
城
寺
公
胤
の

地
蔵
願
文
に

つ

い

て

（

舘）

公

胤
の

地

蔵
願
文

　

本
論
で

紹
介
す
る

「

公
胤
地

蔵
願
文
」

は
、

東
寺
観
智

院
所
蔵
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
絵
詞
』

（
観
智
院
本
）

の

末
に

記
さ

れ

る

も
の

で

あ
る

。

観

智
院
本
は
、

奥
書
に

よ

れ
ば

、

享
徳
二

年
（
一

四
五

三
）

に

比
叡
山

の

頼

教
が
、

仏
花
林

所
蔵
の

絵
巻
の

絵
を

禅
林

房
に

写
さ

せ
、

頼
教
が

仮

名

書
き
で

あ
っ

た

詞
書
を
真
字
に

改
め

た

上

で

書
写
し

た

も
の

が

あ

り
、

こ

れ

を

文
明
十
五

年
（

一

四

八
三
）

に

両
業
末
資
継
存
が

詞
書
の

み

を

写

し
、

さ

ら

に

こ

れ

を

延
徳
三

年
（
一

四
九
一
）

に

権
律
師
栄
舜
が
書
写
し

た

も
の

で

あ
る

。

　

観
智

院
本
は

、

享
徳
二

年
、

文
明
十
五

年
、

延
徳
三

年
に

書
写

さ

れ

る

た

び

に

書
き
加
え
ら
れ
た

記
事
が

存
し

、

延
徳
三

年
に

権
律
師
栄

舜

に

よ
っ

て

書
写
さ
れ
た

際
の

記
事
に

は
、

公

胤
が

撰
し

た
地

蔵
菩
薩

願

文
（

こ

れ

を

「

公

胤
地
蔵
願

文
」

と

名
付
け
る
）

が

記
録
さ

れ

て

い

る
。

す

で

に

真
鍋

広
済
氏
と

梅

津
次

郎
氏
に

よ
っ

て

翻

刻
紹

介
さ

れ

て

い

る

擢
こ

こ

に

改
め

て

翻
刻
紹
介
し

て

み
る

と
・

　
　

三

井
長
吏
大
弐
僧
正

公
胤
願

文
云

、

唯

願
地
蔵
尊、

臨
終
為
現
身、

即
随
大
士

海
、

往
生

安
楽
国

、

雖

罪
障
深
重

、

雖

功
徳
浅
薄、

永
為
彼
眷
属、

永
為
彼
奴

婢、

設
尚
流
転
中

、

順

次
雖
往
生

、

雖

為
凡
夫
身、

不
離
大
士
辺、

行
住
坐
臥

時、

常
瞻
仰
尊
顔

、

漸
々

蒙
化
道

、

　

　

　

　

　
　
ぢ　

終
登
大
覚
位、

文
。

［

訓
］

唯
だ

願
わ

く
は

地

蔵
尊、

臨
終
に

現
身
と

為
り

、

即
ち
大
士
の

海
に

随

一 39一
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園

城
寺
公

胤
の

地

蔵
願
文
に
つ

い

て

（
舘
）

い
、

安
楽
国
に

往
生
せ

ん
。

罪
障

、

深
重
な
る

と

雖
も、

功
徳

浅
薄
な
る

と

雖

も
、

永
く
彼
の

眷
属
と

為
り

、

永
く
彼
の

奴
婢
と

為
ら
ん

。

設
尚
い

流

転
中、

順

次
往
生

す
と

雖
も

、

凡
夫
の

身
に

為
る

と

雖
も

、

大
士
の

辺
を

離
れ

ず
。

行

住
坐
臥
の

時
、

常
に

尊
顔
を

瞻
仰
し

、

漸
々

に

化
道
を

蒙
り、

終
い

に
大

覚
位

に

登
ら
ん
こ

と
を

。

文
。

と

あ
る

。

文
末
に

「

文
」

と

あ
る
こ

と

か

ら
、

こ

れ
は

全

体
で

は

な

く
、

一

部
引
用

し
た

も
の

で

あ
る

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

　
観
智
院
本
に

は
、

「

公

胤

地

蔵
願

文
」

に

続
い

て

「

地
蔵
霊

験

所
」

と

し
て

、

日

本
の

計
七

卜
三

ヶ

所
の

地

蔵
の

霊

験

所
が

記
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

う
ち
「

近
江
」

に
は

、

宝
地
房
〈

証
真

法
印
願
〉

　
般
若
谷
〈
々
〉

　
千
手
井
〈

々
〉

　
三

井
く

公
胤

僧

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
　

　

ニ

　
や

正

願
、

雲

覚

法
橋
作
V

　
十

禅
寺

　
六

度
寺
〈
円

泰
願

、

定

朝
作
〉

　
三

井
寺

〈
正
法
院
〉

　
知
見
坊
く

横
川
V

　

蚊
野
村
〈

愛
智
郡

孫

子
庄、

平
諸
道
願
ヤ

ト

　
　

な

ご

リ

ノ

地

蔵
〉

と
九
ヶ

所
が

記
さ

れ
て

い

る
。

そ

し
て

、

「

三

井
〈

公
胤
僧

正

願
、

雲
覚

法
橋
作
〉

」

と

あ
る
の

が
、

公
胤
が
願
文
を
撰
し
た

地
蔵
像
の

こ

と

と

考

え
ら

れ
る

。

す
な

わ

ち
、

延
徳
三

年
の

時
点
で

は
、

三

井
寺
（

園

城
寺）

は

地

蔵
菩
薩
の

霊
験

所
と

し

て

知
ら

れ
、

そ

の

像
は

雲
覚
法
橋
の

制
作

で
、

公
胤
が

願

文
を
撰
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

　

雲
覚
に

つ

い

て

は
、

慶

派
の

仏
師
で

あ
る

運

覚
で

は

な
い

か
と

考
え

ら
れ
る

。

建
保
二

年
（

一

二
一

四）

四

月
十
五

日
に

焼
失
し

た

園
城
寺
の

再

建
に

、

慶

派
の

仏
師

が

深
く
関
わ
っ

て
い

た

と

み

ら

れ
て

お

り
、

園

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

（

8）

城
寺
と

慶
派
仏
師
と

の

繋
が

り
を

窺
う
こ

と

が

で

き
よ

う
。

ま
た

、

公

胤
が

別
当
職
に

あ
っ

た

と

き

の

建
保
元
年
（
一

二
一

三
）

に

再
建
さ

れ

た

法
勝
寺
九

重
塔
に

つ

い

て

も
、

再
建
さ

れ
た

御

堂
の

仏
像
の

仏
師
が

運

慶
（

P
〜
一

二

二

三
）

で

あ

り
、

公
胤

そ

の

人
と

慶
派
仏
師
と

の

繋
が

　
　

　

　
　

　
　

　

　（
9

）

り
を

窺
う
こ

と

が

で

き
る

。

　
運

覚
（

雲
覚
）

に
つ

い

て
は

、

慶
派
の

仏
師
で

は

あ
る

が
、

こ

れ

ま

で

は
、

そ

れ

ほ

ど

名
前
が

知
ら

れ

て

い

た

わ

け
で

は

な

か
っ

た
。

建
暦
二

年
（

一
一

＝

二
）

正

月
二

十
七

日

に

造
像
さ

れ

た

興
福
寺
北

円
堂
の

弥

勒

如
来
坐

像
（
国
宝
）

の

台
座
墨

書
銘
に

、

源
慶

、

静
慶

、

運
賀

、

運

助
、

運

覚、

湛
慶

、

康
弁

、

慶
運

、

康
勝
と

し

て

慶
派
仏
師
が

名
を

連
ね
て

い

る
。

そ
の

中
に

「

法
苑
林

　
頭

仏
師

　
法
橋
運
覚
」

と
あ

り
、

現

存

の

仏
像
で

は

唯
一

こ

の

記
録
が

知
ら
れ
て

い

る

の

み

で

あ
っ

た
。

　
こ

の

他
、

『

高
山
寺

縁
起
』

の

中
に

、

寛
喜
二

年
（

一

≡
二

〇
）

に

高

山
寺
金

堂
に

在
っ

た

仏
像
が

記
さ

れ
て

お

り
、

こ

こ

に
、

四

天

王
等
身
像
各
一

躰
く

井
各
三

尺

侍
者
V

持
国
天

く

円
慶
作

、

改
名
運
覚
V

　
増
長
天
〈
湛
慶
〉

　
広
目
天
〈
康
運、

改
名
定
慶
〉

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　
　　

多
聞
天
〈

康
海、

改
名
康
勝
〉

と

あ

り
、

こ

れ
に

よ
っ

て

高
山
寺
金
堂

に

か
つ

て

存
し

た

四

天

王

像
の

持
国
天

像
は

運

覚
に

よ
っ

て

制

作
さ

れ
、

ま
た

運
覚
は

も
と

円

慶
と

称

し
て

い

た
こ

と

が

知
ら
れ
る

。

さ
ら

に
、

こ

の

縁
起
の

中
で

、
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右
本
尊
井
四

天
王

像
者

、

本
是
洛
城

地
蔵
十
輪
院

〈

運

慶
建
立
堂
〉

本
尊
也

。

而
建
保
六

年
彼
十
輪
院
炎
上
畢、

其
後
且

怖
二

洛
中
火
難」

且

為
二

上
人

本
尊」

運
慶
法
印
奉
レ

渡
レ

之
〈

日

記
在
レ

別
〉

、

則

為
二

西

園
寺
入
道

大
相
国
御
沙
汰
』

去
貞
応
二

年
四

月
八

日
、

奉
レ

移
二

安
当
寺
本
堂

」

畢
。

凡
此

像
、

此

運
慶

井
弟

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

子
等

、

数
年
之
間
留
レ

手
尽
レ

心

所
レ

令
二

彫
刻一

也
。

と

記
さ

れ
、

こ

の

四

天
王

像
が
建
保
六
年
（
一

二

一

入
）

ま

で

に

造
像
さ

れ
、

京
都
の

地
蔵

十
輪
院
に

安
置
さ
れ

て
い

た

と
あ
る

。

地
蔵
十
輪

院

は

運
慶
が

開
山
し

た

寺
院
で

、

こ

れ

ら

の

像
は

、

運

慶
を

は

じ

め

弟
子

た

ち
に

よ
っ

て

数
年
か

け
て

造
像
さ

れ

た
。

そ
の

う
ち
の

持
国
天

像
を

運
覚
が
造

像
し

た

こ

と
に

な

る
。

運
覚
は
運

慶
の

弟
子
の

中
で

も

有
力

な
仏
師
で

あ
っ

た

と
み

ら

れ

る
。

こ

の

他
に

、

天
福
二

年
（

一

二

三
三
）

に

伊
豆

修
禅

寺
の

金

剛
力
士

像
を

造
立
も
し

く
は

修
理
し
た

こ

と
が

知

ら

れ
て

い

る

（

『

増
訂
豆

州
志

稿
』

巻
十
之
上
）

。

　

平
成
二

十
七

年
（

二

〇
一

五
）

三

月
十
四

日
の

中
日

新
聞
に

て
、

静
岡

県
浜
松
市
岩

水
寺
の

木
造
地
蔵
菩
薩
像
（

重

文）

の

胎
内
か

ら
、

由
来
を

記
し

た
「

運

覚
造

像
記
」

な
ど

が

発
見
さ

れ
、

建
保
五

年
（

＝

二

七
）

に

運
覚
に

よ

り
六

波

羅
蜜
寺
で

造
像
さ

れ

た
こ

と
が

判
明
し

た
こ

と

な

ど

が

紹

介
さ

れ
た

。

四

月
に

は
、

岩
水
寺
の

木
造
地
蔵
菩
薩
立

像
像
内

納
入
品
は

、

一

括
で

重
要
文
化
財
の

新
指
定
を

受
け
た

の

で

あ
る

。

　

建
暦
二

年
（
一

二
一

二
）

に

興
福
寺
北
円
堂
の

弥
勒
如
来
坐

像
が

造
像

さ
れ

た

際
に

、

「

頭
仏
師

法
橋
運

覚
」

と

あ
り

、

建
保
五

年
（

一

二
一

七
）

七
月
七
日

に

六
波

羅
蜜

寺
に

て

岩

水
寺
木
造
地

蔵
菩
薩
像
が

造

像
さ

れ

園
城
寺
公
胤
の

地

蔵
願
文
に

つ

い

て

（

舘）

た

際
に

は
、

「

仏
子
法
橋
聖

人

位
運
覚
」

の

名
が

記
さ
れ

て

い

る
。

運

覚

が

造

像
し

た

園
城

寺
の

地

蔵
菩
薩
像
の

造
像

年
時
は

不
明
で

あ
る

が
、

興

福

寺
北
円
堂
の

弥
勒
如

来
坐

像
と

岩
水
寺
の

木
造
地

蔵
菩
薩
立
像
と

二

つ

の

事
例
と

、

高
山
寺
持
国
天

像
の

造
像
推
定

年
時
を

踏
ま
え
る

限

り
、

建
保
二

年
園
城
寺
焼
失
の

再

建
に

際
し
て

、

新
た

に

造

像
さ

れ

た

可

能
性
は

高
い

の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

　
こ

の

仏
像
に

つ

い

て

は
、

現

在
確
認
す
る

こ

と
は

で

き
な
い

が
、

少

な

く
と

も
「

地

蔵
霊
験
所
」

が

記
さ

れ

た

延
徳
三

年
頃
に
は

、

地
蔵
霊

験

所
の

仏
像
と

し
て

園

城
寺
に

存
し

て

い

た

こ

と
に

な
ろ

う
。

公
胤
が

願
文
を

撰
し

た

地
蔵

菩
薩
像
は

、

霊

験
あ
ら

た
か
な

仏
像
と

し

て

知
ら

れ

て

い

た

の

で

あ
る

。

平

安
後
期
か

ら

鎌
倉
時

代
に

か

け
て

は
、

地

蔵

信
仰
が

盛
ん

な
時
代
で

あ
っ

た

が
、

園
城
寺
に

お
い

て

も
地

蔵
信
仰
が

盛
ん

で

あ
っ

た

点
は

注
目

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

点
、

『

沙
石

集
』

「

愚
痴
の

僧
牛・
二

成
タ

ル

事
」

に
は

、

三

井
寺
ノ

長

吏
、

公

胤
僧
正

、

幼

少
ノ

時
ヨ

リ
、

法
器
ノ

人
也

ケ
レ

バ
、

（

中

略
）

御
イ
ノ

チ
、

七

十
ニ

ア

マ

リ
テ

、

ノ

ビ

テ
見
工

給
ト

、

イ
ヒ

ケ

ル

ニ

ア

ハ

セ

テ
、

八

十
ア

マ

リ
ニ

テ
、

地
蔵
ノ

引
導
ニ

ヨ

リ

テ、

目

出
往
生

セ

ラ

レ

ケ

ル
。

頭
二

五

色
ア

ラ

バ

レ
、

紫
雲
タ

ナ
ビ

キ
、

音
楽
キ
コ

ヘ

ナ
ン

ド
シ

テ、

京

　
　
　
　
　
　
　

　

　
に　

都
ノ

人
々

オ
ガ

ミ

ア

ヘ

リ
キ

。

と

い

う
記
事
が

収
録
さ
れ

、

公
胤
が

地

蔵
の

引
導
に
よ

っ

て

往
生
し

た

こ

と
が

記
さ
れ
て

お

り
、

公
胤
の

地

蔵
信
仰
が

広
く

認
識
さ

れ

て

い

た

可

能
性
が

示
唆
さ
れ

て
い

る
。
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園
城
寺
公
胤
の

地
蔵
願
文
に
つ

い

て

（

舘）

　

ま
た

、

『

石

清
水
入

幡

宮
文
書
目
録
』

に

も
「

第
十
八

、

公
胤
僧
正
地

　
（
13）

蔵
讃
」

と

あ
り

、

か
つ

て

公
胤

の

地
蔵
讃
が

、

石
清

水
八

幡
宮
に

所
蔵

さ

れ
て
い

た

ら
し
い

。

こ

こ

で

い

う
「

公
胤
僧
正
地

蔵
讃
」

と

「

公
胤

地

蔵
願

文
」

は

同
一

の

も
の

を

指
し
て

い

る

可

能
性

も
あ
る

が
、

園
城

寺
、

東
寺

、

石

清
水
八

幡

宮
に

公
胤

の

地

蔵
信

仰
に

関

す
る

史
料
が

あ
っ

た
こ

と

に

な
ろ

う
コ

公
胤

の

地
蔵
信
仰
は

、

そ
れ

な

り
に

知
ら

れ

て

い

た
と

判
断
し

て

も
よ

さ

そ

う
で

あ
る

。

　
一

方
、

法
然
の

絵
伝
で

は
、

公

胤
が

往
生

し

た
こ

と

を
記
し

て

い

る
。

法
然
の

絵
伝
の

中
に

お

け
る

「

往
生
」

は
、

阿

弥
陀
仏
の

導
き
に

よ
っ

て

極
楽
浄
土

に

往
生

す
る
こ

と

を

指
し

て
い

る
。

し

た

が
っ

て
、

法
然

の

絵
伝
の

中
に

お

け
る

公
胤
は

、

阿
弥
陀
仏
の

導
き
で

極

楽
浄
土
に

往

生
し

た
こ

と

に

な

る

が
、

『

沙
石

集
』

で

は

地
蔵
の

導
き
で

往
生
し
た

こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

「

公

胤

地
蔵
願
文
」

や

『

沙
石
集
』

と
、

浄
土
宗
系

の

史
料
に
は

、

公
胤
に

関
す
る

異

な

る

信
仰
が

記
載
さ
れ

て
い

る
こ

と

に

な
る

。

た

だ

し
、

「

公
胤
地
蔵
願
文
」

に

「

安
楽
国
に

往
生
せ

ん
」

と

あ
る

「

安
楽
国
」

は
、

極
楽
浄
土

の

別
称
で

あ

る

か
ら

、

導
く
仏

菩
薩

は

異
な
っ

て

い

て

も
、

極
楽
浄
土
へ

の

往
生
を

願
文
と

し
て

記
し

て

い

た

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う
。

　
天

台
宗

寺
門

派
の

公

胤
は

、

顕

密
僧
で

あ
り

諸
仏
へ

の

帰
依
が

あ
る

こ

と

は

そ
も

そ
も

当
然
で

あ
る

。

た

と

え
ば

、

『

愛
染
王

紹
隆

記
』

に

は
、

「

大
吉
祥
院
僧
正
公
胤
者

、

寺
門
ノ

人
ナ
レ

ト
モ

此
尊
本
誓
悲
願
勝

給
ヘ

ル

ニ

ヨ

リ

テ
、

後
生

菩
提
ノ

タ
メ
ニ

、

長
日

行
法
シ

修
ス

ル

ヨ

シ
」

と

記
さ

れ
て

い

る
。

『

愛
染
王

紹
隆
記
』

は

「

約
四

十
名
に
及
ぶ

僧
俗
が

そ
の

信
仰
に

よ

る

霊

験
を

受
け
た

事
実
が

列
記
さ
れ
」

た

も
の

で

あ
る

が
、

「

そ

の

ほ

と

ん

ど

が
、

高

徳
名

流
の

人

た

ち
で

あ
っ

て
、

特
に

慈

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

14
）

円
・

公
胤
な

ど
を
除
い

て

は

す
べ

て

東
密
系
統
の

高
僧
」

と

指
摘
さ

れ
、

東
密
系
の

史
料
に

お
い

て

も

愛
染
王

の

霊
験

譚
に

公

胤
の

名
が

収
録
さ

れ

て

い

る

こ

と

に

な
る

。

　
こ

の

点
、

公
胤
も
建
永
二

年
（
一

二

〇

七
）

二

月
二

十
日
か

ら
二

十
七

日

ま
で

の

後
鳥
羽

上
皇
の

高
野
山
御

幸
に

随
行
し

、

二

十
七

日

に

奥
院

で

「

御
納
経
供
養
」

で

導
師
を

勤
め

て

お

り
、

こ

こ

に

東
密
と

の

接

点

も
確
認
で

き

る
（

『

高
野

山
春
秋
編

年
輯
録
』

巻
七
）

。

　

当
時
の

実

力

者
の

公

胤
で

あ
れ

ば
、

そ
の

よ

う
な

記

録
は

他
に

も

あ
っ

た

で

あ

ろ

う
。

ま
た

、

法
然

の

伝
記
史

料
以
外
に

は
、

阿
弥
陀

信

仰
を

示

す
記

録
は

残
っ

て

い

な
い

が
、

阿

弥
陀

仏
に

対
す
る

信

仰
も

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
。

し

か

し

な
が

ら
、

残
っ

て

い

る

史

料
で

み

れ

ば
、

地

蔵
信
仰
に

関

す
る

史
料
は

三

点
と

他
の

も
の

よ

り
も

多
く

、

公
胤
に

強
い

地
蔵
信
仰
が

あ
っ

た
と
い

う
こ

と

は

可
能
で

あ
ろ

う
。

　

地

蔵
菩
薩
は

阿

弥
陀
仏

の

脇
士

と

す
る
こ

と

も
あ

り
、

そ
の

信

仰
形

態
は

複
雑
な
部
分
も

あ

る
。

し
か

し

な
が

ら
、

『

沙

石
集
』

巻
一

「

浄
土

門
ノ

人
神
明
ヲ

軽
テ

罰
ヲ

蒙
ル

事
」

に
、

中
比

、

念
仏
門
ノ

弘
通

サ
カ

リ

タ
リ

ケ
ル

時
ハ

、

「

余
仏
余
教

、

皆
イ

タ
ヅ

ラ

物
ナ
リ
」

ト
テ

、

或
ハ

法
花
経
ヲ

河
二

流
シ

、

或
ハ

地

蔵
ノ

頭
ニ

テ

蓼
ス

リ

ナ

ド
シ

ケ
リ

。

或
里
ニ

ハ

、

隣
家
ノ

事
ヲ

下

女
ノ

中
二

語

リ
テ

、

「

隣
ノ

家
ノ

地
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蔵
ハ

、

既
二

目
ノ

モ

ト
マ

デ、

ス

リ
ツ

ブ
シ
タ

ル

ゾ

ヤ
」

ト

イ
ピ

ケ

リ
。

浅
間

シ

カ

リ
ケ
ル

シ

ワ

ザ
ニ

コ

ソ
。

或
浄
土

宗
ノ

僧
、

地
蔵
菩

薩
供
養
シ
ケ

ル

時
、

阿

弥
陀
仏
ノ

ソ

バ

ニ

立

給
ヘ

ル

ヲ
、

便
ナ
シ

ト

テ

ト
リ
ヲ

ロ

シ

テ
ケ

リ
。

或

人
、

「

地

蔵
信
ゼ

ン

人
ハ

、

地

獄
二

落
ベ

シ
。

地

蔵
ハ

地
獄
ニ

ヲ
ハ

ス

ル

故
二

」

　
　

　
（

15）

ト
イ
ピ

ケ

リ
。

と

あ

る

よ

う
に

、

鎌
倉
後
期
に

は

浄
土

宗
（

浄
土
門
）

に

お
け
る

こ

の

よ

う
な

説
話
が

伝
え
ら

れ

て

い

た
。

『

沙
石
集
』

が

記
さ

れ

た
時

代
、

少
な

く
と

も
浄
土

宗
に

お
い

て

は
、

地
蔵
信

仰
と

阿
弥
陀
信

仰
は

明

確
な
区

別
が

あ
っ

た

と

理
解
さ
れ
て
い

る
。

　
一

方
、

法
然
の

伝
記
史
料
の

う
ち

『

行
状
絵
図
』

巻
十
三

で

は
、

左
衛
門
の

志
藤
原
宗
貞
な
ら

び
に

妻
室
惟
宗
の

氏
女

、

夫
婦
心
を
ひ

と
つ

に
し

て

堂
舎
建
立

の

発
願
を

な

し
、

雲

居
寺
の

北
ひ

む
が
し
の

つ

ら

に

其
地
を

し

め、

建
仁
元

年
四

月
十
九

日

に

上

棟
、

同
二

年
春
の

比

其
功

す
で

に

終
に

け

り
。

本
掌
は

阿
弥
陀
の

像
、

脇
士
は

観
音
・

地

蔵
を

安
置
し
た
て

ま
つ

る
。

同

年
秋
の

こ

ろ
、

上
人
吉
水
の

御
房
よ

り、

雲
居

寺
の

勝
応
弥
陀
院
へ

百
日
参
詣

し

給
し
と

き
、

願
主
宗
貞
門
前
に

蹲
居
し
て
、

堂

舎
建
立
の

旨
趣
を
の

べ
、

御

供
養
あ
る

べ

き
よ
し

を
の

ぞ

み

申
け
れ
ば

、

上
人

堂
内
に

入
給
て

、

仏
像
安
置

の

躰
を
御
覧
ぜ

ら
れ

、

こ

の

堂
は

源
空
が

供
養
す
べ

き

堂
に
あ
ら

ず
と

て

出
ら

　
　
　
ゆ
ね

れ
に

け
り

。

と

あ
り

、

法

然
が
地

蔵
菩
薩
が

奉
ら
れ

て
い

る

堂
に
つ

い

て

「

供
養

す

べ

き
堂
に

あ
ら

ず
」

と

し
て

供
養
し

な

か
っ

た

と
い

う
。

そ
の

後
、

施

主
は

地

蔵
像
を
「

異
所
」

に

移
し
、

代
わ

り
に

勢
至
菩
薩

像
を

安
置
し

園
城

寺
公
胤
の

地

蔵
願
文
に

つ

い

て

（

舘
）

た
。

そ
し

て
、

後
に

法
然
が

「

相
違
な
く
供
養
」

し

た

と

伝
え
ら

れ
て

お
り

、

法
然
の

伝

記
史
料
に

お
い

て

も
地
蔵
信

仰
と

阿
弥
陀

信
仰
は
区

別
さ
れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

た
だ
し

、

法
然
そ
の

人
が
完
全
に

地
蔵
信

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

17
）

仰
を

排
斥
し

て

い

た

わ

け
で

は

な
か
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

す
な

わ

ち
、

『

沙
石

集
』

や

法
然
の

伝
記
史
料
を

踏
ま
え
る

な

ら
ば

、

公
胤
の

地
蔵
信
仰
は

、

法
然
の

浄
土

宗
の

阿
弥
陀

信
仰
と

区

別
さ

れ
る

べ

き
も
の

と

理
解
す
べ

き
で

あ

ろ

う
。

お

わ

り
に

　

本

論
に

お

い

て

は
、

観
智
院

本
に

収

録
さ

れ

た

「

公

胤
地

蔵
願

文
」

を

紹
介
し
た

。

「

公
胤
地
蔵
願
文
」

は
、

公

胤
の

地
蔵
信
仰
を
窺
う
こ

と

が

で

き
る

の

み

な
ら

ず
、

平
安
末
期
か

ら

鎌
倉
初

期
に

か

け
て
の

地

蔵

信
仰
に

関
す
る

貴
重

な
史
料
の
一

つ

と
言
え
よ

う
。

ま
た

、

慶
派
の

仏

師
で

あ
る

運

覚
の

新
た

な

事
跡
と

し

て
、

園

城

寺
再

建
の

造

像
に

関

わ
っ

た

と

み

ら
れ
る
こ

と
も
興

味
深
い

情
報
を
伝
え
て

い

よ

う
。

　
一

方
、

「

公

胤
地

蔵
願
文
」

と

『

沙
石
集
』

な
ど

に

み

ら
れ

る

公

胤
の

地

蔵
信
仰
か

ら

は
、

法
然
の

浄
土
宗

、

す
な

わ

ち
一

向
専
修
の

念
仏
に

つ

い

て

の

強
い

信
仰
が

あ
っ

た

よ

う
に
は

み

ら

れ

な
い

の

で

あ
る

。

す

で

に

指
摘
し

て
い

る

通

り
、

公
胤
と

法
然
の

関
係
性
は

、

あ
く
ま
で
『

浄

土

決
疑
抄
』

の

撰
述
と

、

そ
の

後
に

法
然
に

関
す
る

夢
告
を
見
た

と
い

う
点
に

止

め

て

お
く
べ

き
と

考
え
る

。

　
「

公

胤
地
蔵
願
文
」

は
、

公

胤
と

法
然
の

関
係
性
を

窺
う
上

に

お
い

て

一 43一
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も
、

　

園
城
寺
公

胤
の

地
蔵
願
文
に
つ

い

て

（

舘
）

極
め
て

貴
重

な

史
料
と

言
え
る

の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

1
　
公
胤
に

つ

い

て
、

法
然、

道
元
と
の

関

係
に

つ

い

て
は

、

拙
著
『

園
城

寺

　
公
胤
の

研
究
』

（
春
秋
社

、

二

〇
一

〇
）

を

参
照
さ
れ
た

い
。

2
　
『

高
山
寺
聖

教
目

録
』

（

『

高
山
寺
経

蔵
古
目

録
』

高
山
寺
資
料
叢
書
第

　
十
四

冊
、

一

九
八

五
、

四
二

頁
）

。

3
　
『

浄

土
依
憑

経
論

章
疏
目

録
』

は、

小
山
正

文
「

寛
永
二

十
一

年
本

『

浄

　
土

依

憑

経

論

章

疏

目

録
』
」

（
『

同

朋

大

学

論

叢
』

第

六

十

二

号、

　
一

九
九

〇
、

一

九
七

−
三

〇
七

頁
）

を
参
照

。

4

　
『

玉

蘂
』

建

暦
二

年

三

月

十

四

日

条
（

『

玉

蘂
』

思

文

閣
出

版、

　
一

九
八

四
、

　一

四
〇

頁）
。

5
　
真

鍋
広

済
・

梅
津

次

郎
編

『

地

蔵

霊

験

記
絵

詞
集
』

（
『

古
典

文

庫
』

　
一
一

八
、

古
典

文

庫
、

一

九

五

七
）

と

『

新
修

口

本

絵
巻
物
全
集
』

第

　
二

十
九

巻
（
角
川

書
店

、

一

九
八

〇
）

に

翻
刻
を

収
録
す
る

。

6
　
観
智
院
本
『

地

蔵
菩
薩
霊
験

絵
詞
』

（
『

新

修

日

本
絵
巻
物
全

集
』

第

　
二

十
九
、

角
川

書
店

、

　一

九
八
〇

、

七
六

頁
）

。

7
　
観
智
院
本
『

地

蔵
菩
薩
霊
験

絵
詞
』

（

『

新

修

日

本
絵
巻

物
全

集
』

第

　
二

十
九
、

角
川

書
店

、

一

九
八
〇
、

七
六

頁
）

。

8
　
園

城
寺
再
建
に

関
わ
っ

た

源
氏
や

鎌
倉
幕
府
と
の

関
係
か

ら
、

園
城
寺
再

　
建
に

際
し
て

は
、

運

慶
や

快
慶
な
ど
の

慶
派
が

造
像
を

行
な
っ

て

い

た

と

考

　
え

ら
れ
て

い

る
。

史
料
や

銘
文
な
ど
か

ら
明

確
に
な
る

作
例
は

残
さ
れ
て

い

　
な
い

が
、

作

風
か

ら
慶
派
と

し

て

考
え

ら
れ

る

事
例

が

紹
介
さ
れ

て
い

る

　
（

図

録
『

三

井

寺
仏
像
の

美
』

大

津
市
歴
史
博
物
館

、

二

〇
一

四
、

四
六

頁
V

。

9
　
『

明
月
記』

建
保
元

年
四

月一
．一

十
六
日

条
の

、

法
勝
寺
九

重
塔
再

建
の

勧

　
賞
を

記
し

た

記
事
に
「

湛
慶
〈

運
慶

賞
譲
〉

」

（
『

明
月
記』

巻
二
、

国
書
刊

　
行
会、

一

九

七
〇

、

二

六
三

頁）

と

あ
る

。

10
　
『

高
山
寺
縁
起
』

（
大
日
仏
一
一

七
・

三

〇
一

頁
）

。

11
　
『

高
山
寺
縁
起
』

（

大
日
仏
一
一

七

二
二

〇
一

頁
）

。

12
　
『

沙
石

集
』

「

愚
痴
ノ

僧
牛
二

成

タ
ル

事
」

（

渡

邊
綱
也
校
注
『

沙
石

集
』

　

岩
波
書
店

、

一

九
六

六、

三

＝
ハ

・

四
九
六

頁）
。

13
　
『

石

清

水
八

幡

宮
文

書
目

録
』

（
「

鎌
倉

遺

文
』

古

文
書
編

第
六

巻、

　

四
四
三

〇

号
、

東
京
堂
出

版
、

一

九

七
四
）

。

14
　
永
井

義
憲
「

『

愛
染
王

紹
隆
記
』

1
解
説
と

翻
刻

1
」

（

『

大
妻
女
子

　

大
学
文
学
部
紀
要
』

二
、

一

九
七
〇
、

九

六

頁
）

。

15
　
『

沙
石
集
』

巻
一

「

浄
土

門
ノ

人

神
明
ヲ

軽
テ
罰
ヲ

蒙
ル

事
」

（
渡
邊
綱
也

　

校
注

『

沙
石

集
』

岩
波
書
店

、

一

九
六

六、

八

六

−
入
七

頁）
。

16
　
『

行
状
絵
図
』

第
十
三

（

井
川

定
慶
編
『

法
然
上

人

伝
全

集
』

増
補
再

　

版、

一

九
六
七

、

五
九

頁）
。

17
　
清
水
邦
彦
「

法
然

浄
土

教

に

お
け
る

地

蔵
誹

謗
」

（

『

日

本
思

想
史
学
』

　
二

十
五

号
、

一

九
九
三

、

四
三

−
五

四
頁）

。

〈

補
記
V

本
論
は
、

本
年
が

園
城
寺
公
胤
の

八

〇

〇

年
の

遠

忌
に

当
た

る
こ

と

か

ら

報
恩
の

た

め
に

執
筆
し
た

も
の

で

あ
る

。

平
成
二

十
七

年
三

月
二

日

に

本

学
会
へ

の

発
表
の

申
込
み
を
し
た

後
の

三

月
十
四

日
に

、

岩
水
寺
の

木
造
地
蔵

菩
薩
像
の

胎
内
納
入
品
の

発
見
が

中
日

新
聞
で

紹
介
さ
れ

た
。

こ

こ

に
、

調
査

中
の

運
覚
（
雲
覚
）

の

記
事
が

あ
っ

た
こ

と

は

ま
っ

た

く
の

偶
然

で

あ
っ

た

が、

浜
松
市
の

岩
水
寺
さ
ま
か

ら
ご

便
宜
を、

文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課

主
任
文
化
財
調
査
官
の

奥
健
夫
先
生

か
ら
ご

教
授
を

頂
戴
し
た

。

仏

縁
に

感
謝

申
し

上
げ
ま
す

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
V

　
運
覚

、

法
然

、

三

井
寺

、

『

地
蔵
菩
薩
霊

験
絵
詞
』

（

花
園
大
学

非
常
勤
講
師
・

仏
教
学
博
士
）
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